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【公開番号】特開2013-222349(P2013-222349A)
【公開日】平成25年10月28日(2013.10.28)
【年通号数】公開・登録公報2013-059
【出願番号】特願2012-94178(P2012-94178)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｔ   3/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/74     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｔ    3/00     ２００　
   Ｈ０４Ｎ    5/74     　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成27年4月24日(2015.4.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　本発明の目的を達成するために、例えば、本発明の画像処理装置は、入力画像の中心座
標を特定する特定手段と、
　前記入力画像に対する変形パラメータに基づく変形処理により得られる変形画像の中心
座標と、前記特定手段により特定された前記入力画像の中心座標と、の差を取得する取得
手段と、
　前記取得手段により取得された差が小さくなるように前記変形画像の中心座標をシフト
させるシフト手段であって、前記取得手段により取得された差が所定値以上である場合、
前記差が前記所定値未満である場合よりも前記変形画像の中心座標を大きくシフトさせる
シフト手段と、
　前記シフト手段により中心座標がシフトされた変形画像の第１部分領域を前記入力画像
と前記変形パラメータとに基づいて生成する第１処理手段と、前記変形画像の第２部分領
域を前記入力画像と前記変形パラメータとに基づいて生成する第２処理手段と、を含む複
数の処理手段と
　を有することを特徴とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７２】
　次に、ライトＤＭＡＣ５０６にて、補間ピクセルデータ３×３点分のデータは、ｖａｌ
ｉｄ信号３×３が有効なもののみｄｓｔ座標の整数部３×３で指定されるアドレスにメモ
リライトされる。出力された補間ピクセルデータはフレームメモリ５０８に保持される。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７４
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００７４】
　出力同期信号はｄｓｔ座標カウンタ５１０に入力され、ｄｓｔ座標の整数部が内部カウ
ンタで生成されて出力される。リードＤＭＡＣ５０９は、ｄｓｔ座標の整数部で指定され
るアドレスの補間ピクセルデータをフレームメモリ５０８から取得する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力画像の中心座標を特定する特定手段と、
　前記入力画像に対する変形パラメータに基づく変形処理により得られる変形画像の中心
座標と、前記特定手段により特定された前記入力画像の中心座標と、の差を取得する取得
手段と、
　前記取得手段により取得された差が小さくなるように前記変形画像の中心座標をシフト
させるシフト手段であって、前記取得手段により取得された差が所定値以上である場合、
前記差が前記所定値未満である場合よりも前記変形画像の中心座標を大きくシフトさせる
シフト手段と、
　前記シフト手段により中心座標がシフトされた変形画像の第１部分領域を前記入力画像
と前記変形パラメータとに基づいて生成する第１処理手段と、前記変形画像の第２部分領
域を前記入力画像と前記変形パラメータとに基づいて生成する第２処理手段と、を含む複
数の処理手段と
　を有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記入力画像を複数の分割画像に分割する分割手段を有し、
　前記第１処理手段は、前記複数の分割画像のうちの第１分割画像に対する変形処理によ
って前記第１部分領域を生成し、前記第２処理手段は、前記複数の分割画像のうち第２分
割画像に対する変形処理によって前記第２部分領域を生成することを特徴とする請求項１
に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記複数の処理手段による変形処理によって得られた複数の変形画像に対する結合処理
を実行して出力画像を生成する結合手段と、
　前記結合手段により生成された出力画像を出力する出力手段と
　を有することを特徴とする請求項１又は２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記画像処理装置は、プロジェクタであり、
　前記変形パラメータは、前記プロジェクタの縦傾き角、横傾き角、レンズ状態、及び前
記プロジェクタとスクリーンとの間の距離、のうち少なくとも１つを含む光学パラメータ
に基づいて決定されることを特徴とする請求項１乃至３の何れか１項に記載の画像処理装
置。
【請求項５】
　入力画像の中心座標を特定する特定工程と、
　前記入力画像に対する変形パラメータに基づく変形処理により得られる変形画像の中心
座標と、前記特定工程で特定された前記入力画像の中心座標と、の差を取得する取得工程
と、
　前記取得工程で取得された差が小さくなるように前記変形画像の中心座標をシフトさせ
るシフト工程であって、前記取得工程で取得された差が所定値以上である場合、前記差が
前記所定値未満である場合よりも前記変形画像の中心座標を大きくシフトさせるシフト工
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程と、
　前記シフト工程で中心座標がシフトされた変形画像の第１部分領域を前記入力画像と前
記変形パラメータとに基づいて生成する第１処理工程と、前記変形画像の第２部分領域を
前記入力画像と前記変形パラメータとに基づいて生成する第２処理工程と、を含む複数の
処理工程と
　を有することを特徴とする画像処理方法。
【請求項６】
　前記入力画像を複数の分割画像に分割する分割工程を有し、
　前記第１処理工程では、前記複数の分割画像のうちの第１分割画像に対する変形処理に
よって前記第１部分領域を生成し、前記第２処理工程では、前記複数の分割画像のうち第
２分割画像に対する変形処理によって前記第２部分領域を生成することを特徴とする請求
項５に記載の画像処理方法。
【請求項７】
　前記複数の処理工程での変形処理によって得られた複数の変形画像に対する結合処理を
実行して出力画像を生成する結合工程と、
　前記結合工程で生成された出力画像を出力する出力工程と
　を有することを特徴とする請求項５又は６に記載の画像処理方法。
【請求項８】
　前記画像処理方法は、プロジェクタが実行し、
　前記変形パラメータは、前記プロジェクタの縦傾き角、横傾き角、レンズ状態、及び前
記プロジェクタとスクリーンとの間の距離、のうち少なくとも１つを含む光学パラメータ
に基づいて決定されることを特徴とする請求項５乃至７の何れか１項に記載の画像処理方
法。
【請求項９】
　コンピュータを、請求項１乃至４の何れか１項に記載の画像処理装置の各手段として機
能させるためのコンピュータプログラム。
【手続補正５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図５
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図５】
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